
           TTC ゆった～り山行実施記録表 ２０１８年９月１６日 報告者：Y.S 

山行名 厚木の旧街道を訪ねて 柏尾通り大山道を歩く（厚木歴史散歩４）   

実施日 平成３０年９月１５日（土）  日帰り   公共 

天候／参加人員 天候：雨のち曇      レベル：★    参加人員：１５名（申込み１３名）  

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ 省略 

参加メンバー 省略 

費用 一人当交

通費 370 円 

〔神奈中バス料金〕 本厚木駅～酒井：１９５円、長沼～愛甲石田駅：１７５円 

本厚木駅起点交通費３７０円 

歩行/行動時間 

 

 歩行時間 休憩時間など 行動時間 
行動時間比(実行／計画) 0.976     

歩行時間比(実行／計画) 1.077    

 

ガイドブック － － － 

計画 ２：３５  ６：１０ 

実行 約２：４７    ６：０１ 

実行コースタイム記録 

本厚木駅=====酒井バス停-----法雲寺-----高徳寺-----日切地蔵-----飯出神社-----酒井戦没者慰霊碑 

  ８：３５     ８：５０  ８：５２  ８：５６ ９：０８ ９：１２ ９：１７     ９：２１    ９：３０  ９：３５    ９：５０   ９：５５ 

-----子易神社-----戸田の渡し------延命寺-----八幡神社------福蔵院-------ちゃんこ江戸沢------- 

  １０：００ １０：１３  １０：２７ １０：３０ １０：４８ １１：０６ １１：１０ １１：１５ １１：２１ １１：２５ １1：３５(昼食)１２：５７ 

若宮神社-----天宗寺-----稲荷神社-----菅原神社-----長徳寺-----諏訪神社-----長沼バス停（解散） 

１３:１１ １３:１５ １３:２２ １３：２７ １３：３４ １３：４３ １４：０２ １４：０５ １４：１７ １４：２１ １４：３７ １４：４５  １４：５３ １５：１６                    

コースの概要、特記事項、反省事項等 

 前日からの雨で危ぶまれたが、行ってだめなら途中で中止してもいいかなと思い、早めに駅へ着くともうそ

こには半数以上のメンバーが集まっていて気持ちが楽になった。一台バスを見逃して次のバスで座っていくこ

とにしたが、結果的には計画表の時間のバスで出発。酒井のバス停でＯＭさんと合流。 

 最初の法雲寺には県指定の不動明王の立派な像があり、呼び鈴を鳴らして我々の趣旨を話して、不動明王の

参拝をお願いしたが、これからお客がくるのでと断られてしまった。顔の表情から嘘（ま・いいか）。 

この地域を治めていた山角氏のお墓をお参りし、庭の果樹を眺め次へ向う。 

 国道１２９号線の下を潜る狭い道を抜けると飯出神社で、今回はちゃんと鳥居を通ることにしたら結局裏か

ら入るはめに、裏から入るのが得意だから（ま・いいか）。神社の前にあるそば屋の駐車場には人が何人も入

れそうな大きな釜が置いてある。これで何を煮たのかなあと考えてしまった。（ま・いいか） 

 酒井の戦没者慰霊碑は大きな石祠で、乃木大将の直筆で『忠魂碑』と刻んである、日露戦争であの「２０３

高地」でのおびただしい戦死者を出し、人間の消耗戦を指揮したのが乃木陸軍大将であった。江戸時代までの

戦争は武士の役目であったが、明治になって一般の人が兵隊になり、戦死し身内が亡くなるのも初めての経験

であったろうと思う。従って厚木市内には日露戦争の慰霊碑が多くある。鳶尾山の展望台奥にも日露戦争で戦

死した人の慰霊碑が建っている。 

 厚木市内には昔から大山詣での人が通ったいわゆる大山道は３本ある。その内の一本が柏尾通り大山道と言

われ門沢橋から相模川を渡って戸田から大山へ向う道を今回辿ることになる。意外と昔の道標が少ない、唯一

天宗寺に曲がる国道沿いにあるのみ、戸田の渡しの新しい碑には、歌川広重が画いたうちわ絵が刻まれている。

この絵は厚木文化会館の緞帳のレリーフとなっているので、機会があったらよく眺めてほしい。 

 お昼の戸田「江戸沢」でのちゃんこ鍋は三人前の鍋で、隣のＳＫさんのグループは可愛そうにカセットコン

ロで、さぞ時間が掛かると思ったら一番速く出来上がり、われわれの設置型コンロの方が火力が弱く一番後に

なってしまった。みんなが鍋を食べ始めたのに、我々は鍋の蓋をつっついているだけ。（ま・いいか）でも美

味しかった。 上落合へ向う田んぼから大山が見え、雨もあがってきた、われらの大山はいつ見ても端正な形

である。何で百名山に選ばなかったのと言いたい。（ま・いいか） 

 上落合の菅原神社へ向う途中、今回参加しているＯＭさんの家の前を通った。静かな住宅街である。もうか

って知ったる場所で、ここからはガイドをお願いした。すぐ近くの菅原神社の氏子役員とのこと、もう何年も

来ていないと話す、「ええ、首だ」（ま・いいか）。もうこの辺りは伊勢原市との境で道を隔てて接している。 

 バスの時間によっては諏訪神社をカットしようと思っていたが、午後２時台はバスが無く、諏訪神社まで足

を伸ばして、１５時少し前に長沼バス停に到着。ここから数名が愛甲石田まで歩くと言う、ここでお別れ。 

今日一日、悪天候にもめげずお付き合いしていただき、ほんとうにありがとうございました。 

 


